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 東京電力福島第一原子力発電所（以下、発電所）事故以来、有人ヘリを初めとする
エアボーンモニタリングの有用性が広く認識されている。原子力機構福島研究開発部
門では、無人ヘリの研究・開発を行っており、様々な現場で適用してきている。ここ
では、宇宙航空研究開発機構 (以下、JAXA) と共同で開発している無人航空機放射線
モニタリングシステムの概要を示す。 

システムと解析手法 

これまでの実績と今後の計画 

無人飛行機を用いた放射線モニタリングシステムの開発 
眞田幸尚、山田勉、平山弘克、伊村光生（福環セ） 
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概要 

結果や期待される効果 

目的 
○ 放射線検出器を無人飛行機に搭載し、地上
局より長距離（100km程度）の遠隔操縦が可能
でかつ長時間（６時間程度）のフライトを可能
とする「放射線測定システム」を開発する。 
○ 開発した無人飛行機を山間部等の広域放射
能分布・移行調査研究に活用する。 
○ 将来的には森林火災等の緊急時にも対応で
きる遠隔モニタリングツールとしての利用を目
指す。 
 
 
 
 
 

 
 
 

☆ UARMSの現地への導入 
・森林地域における詳細なモニタリングの実施 
・住民の帰還や除染に活用 
 
☆ 技術のルーチン化・高度化 
・エアボーンモニタリングの基礎データの提供 
・原子力防災のツール 

[機器の開発] 
・放射線計測に特化した機体の開発 
・検出器の開発 
[現場適用試験] 
・H25_発電所周辺における試験 
・H26_発電所周辺および山間部におけるフライト試験 
[今後の予定] 
・運用・防災にかかるフィージビリティスタディ 

航空機モニタリング 無人飛行機モニタリング 無人ヘリモニタリング 

範  囲 
広域 

> 100 km 
準広域 

> 10 km 
中域 

> 1 km 

機  種 ヘリコプター 無人飛行機 無人ヘリ 

高  度 ～ 300 m ～ 150 m ～ 50 m 
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発電所周辺での試験 
①試作機 

②実用機 
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地形追従機能の例（実線は地形の勾配を示す） 

海抜高度一定フライト時 

対地高度一定フライト時 
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